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　ここ数年の間に、平成28年４月の熊本地震や平成30年９月北海道胆振東部地震など大地震が頻発しており、大
地震はいつ発生してもおかしくない状況にあります。
　建築物の耐震化は「死者数・経済被害額をおおむね半減させる」という防災戦略における減災目標達成のため
の最も重要な課題であり、緊急かつ最優先に取り組むべき事項です。
　本町では、あらかじめ地震の震度や建築物の被害を予想し、地震発生時の被害を軽減させ、減災目標を達成す
るため、標茶町耐震改修促進計画を策定しています。計画では、優先的に耐震化すべき公共建築物（※１）や耐
震改修促進法に規定する特定建築物の全てを、平成27年度までに耐震化することを目標にしてきました。なお、
耐震化が済んでいない役場庁舎、教育委員会庁舎については引き続き改修方法などを検討していきます。
※�１　優先的に耐震化すべき公共建築物…地震が発生した場合に災害応急対策の拠点となる役場庁舎、学校教育
施設、避難所として利用する各種集会施設、福祉施設など

耐震化進捗状況（令和２年３月31日現在）

※２　対象施設…新耐震基準施行（昭和56年６月）以前に建設された施設
※個別の状況は町ホームページで公表しています。

問い合わせ／役場総務課交通防災係（2階⑬番窓口☎内線213）

町有施設の耐震化状況について

対象施設数（※２） 耐震性対策済み 耐震性なし 耐震化進捗率

小中学校（校舎、屋体） 16 16 ０ 100% 

幼稚園 • 保育園 ７ ７ ０ 100% 

その他施設 22 20 ２ 90.9% 

合計 45 43 ２ 95.6% 

大型連休ガイド
■�役場・町立病院・各公民館窓口・ふれあい交流
センター・標茶児童館
　４月28日㈫まで平常どおり
　４月29日㈬は休み
　４月30日㈭〜５月１日㈮は平常どおり
　５月２日㈯〜６日㈬は休み
　５月７日㈭から平常どおり
※火葬・死亡届などの緊急を要する場合は対応し
ます。
※町立病院は急患は受け付けします。
※町立病院の定期薬を服用の方は、休み中に薬切
れが生じないよう早めに受診願います。
■町有路線バス
　４月28日㈫まで平常どおり
　４月29日㈬は休み
　４月30日㈭・５月１日㈮は平常どおり
　５月４日㈪〜６日㈬は休み
　５月７日㈭から平常どおり
※新型コロナウイルス感染症対策により、変更になる場合があります。

■図書館・農業者トレーニングセンター・
　ふれあいプラザゆう・武道館
　４月28日㈫まで平常どおり
　４月29日㈬は休み
　４月30日㈭〜５月２日㈯は平常どおり
　５月３日㈰〜６日㈬は休み
　５月７日㈭から平常どおり
■ごみ収集業務
　５月１日㈮まで平常どおり
　５月４日㈪・５日㈫は休み
　５月６日㈬から平常どおり
■クリーンセンター（ごみの受け入れ）
　４月29日㈬は休み
　４月30日㈭・５月１日㈮は平常どおり
　５月２日㈯は午前９時〜正午
　５月３日㈰～６日㈬は休み
　５月７日㈭から平常どおり
■博物館
　５月４日㈪まで開館
　５月５日㈫は休み
　５月６日㈬から平常どおり



10

現
状

　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
を
は
じ
め

と
し
た
自
然
豊
か
な
環
境
が
広
が

る
本
町
に
は
、
多
種
多
様
な
野
生

動
植
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
増
え
過
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
に

よ
る
農
林
業
お
よ
び
希
少
植
物
へ

の
食
害
や
、
キ
ツ
ネ
・
カ
ラ
ス
な

ど
に
よ
る
家
畜
被
害
が
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
度
に

つ
い
て
は
ヒ
グ
マ
に
よ
る
家
畜
被

害
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
早
急
に

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
町
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被

害
防
止
お
よ
び
管
理
を
目
的
と
し

て「
標
茶
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
猟
友
会
標
茶
支
部
の
協
力
に

よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
の
実
施
や
、

町
内
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
た

「
標
茶
町
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」

の
設
立
な
ど
、
捕
獲
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

�

箱
わ
な
に
よ
る
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ

な
ど
の
捕
獲

　

キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
に
よ
る
家
畜

被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
町
で
は
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
や

﹁
箱
わ
な
﹂
の
貸
し
出
し
に
よ
る
捕

獲
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

箱
わ
な
の
設
置
は
「
わ
な
猟
免

許
」
を
取
得
し
て
い
る
行
政
職
員

野
生
鳥
獣

対
策
に
つ
い
て

な
ど
が
行
い
ま
す
。
わ
な
設
置
後

の
見
回
り
や
餌
の
設
置
な
ど
は
、

設
置
場
所
の
酪
農
家
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※�

広
範
囲
に
餌
を
設
置
す
る
と
、
周

囲
か
ら
余
計
な
個
体
を
お
び
き

寄
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
餌
は
箱
わ
な
の
中
や
、
そ

の
周
り
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

農
作
業
車
に
よ
る
わ
な
の
破
損

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
取
り
扱

い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
ス
へ
の
対
応

　

毎
年
４
月
中
旬
～
５
月
下
旬
に

か
け
て
、
巣
作
り
を
始
め
た
カ
ラ

ス
が
、
通
行
人
を
攻
撃
す
る
と
い

う
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
巣

の
撤
去
は
町
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
巣
の
高
さ
や
付
近
の
状
況
に

よ
り
、
早
急
に
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
家
畜
な

ど
へ
の
被
害
が
あ
る
場
合
は
、
随

時
、
駆
除
を
行
い
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除

　

猟
友
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎
年

約
２
２
０
０
頭
の
駆
除
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
主
に
銃
器
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
４
～
９
月
は

牧
草
地
で
の
出
没
が
多
く
、
駆
除

個
体
を
回
収
す
る
際
に
土
地
所
有

者
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
牧
草

が
伸
び
て
い
る
状
態
や
雨
天
後
の

土
壌
が
不
安
定
な
場
合
な
ど
、
草

地
な
ど
を
傷
め
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
時
は
、
土
地
に
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
す
。
所
有

し
て
い
る
農
地
で
、
猟
銃
や
わ
な

を
使
っ
て
の
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
を
希

望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
へ
の
対
応

　

近
年
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
個
体
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
町
全

域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
一
部
で

は
牛
舎
の
給
餌
場
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

飛
来
し
、
牛
を
威
嚇
し
て
牛
が
け

が
を
す
る
な
ど
の
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
追
い
払
い
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
で
も
個
体

が
逃
げ
な
い
、
被
害
が
増
え
た
な

ど
、
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
へ
の
対
応

　

ヒ
グ
マ
が
道
路
上
や
民
家
付
近

な
ど
、
人
畜
へ
害
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
場
所
に
出
没
し
た
場

合
、町
・
猟
友
会
で
付
近
の
巡
視
、

駆
除
活
動
を
行
い
ま
す
。
目
撃
し

た
ら
、
場
所
・
時
間
な
ど
の
詳
し

い
情
報
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ヒ
グ
マ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
立

ち
木
や
物
陰
を
伝
っ
て
移
動
し
ま

す
。
散
歩
や
山
菜
採
り
な
ど
の
野

外
活
動
を
行
う
時
は
、
ラ
ジ
オ
や

熊
鈴
な
ど
音
の
出
る
物
を
携
帯

し
、
人
間
が
近
く
に
い
る
こ
と
を

ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
畜
を
飼
育
し
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
畜
の
飼

養
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
農
林
課
林
政

係
（
⑱
番
窓
口
☎︎
内
線
２
４
７
）

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
団
体
の
う
ち
、

教
育
委
員
会
に
認
定
さ
れ
た
団

体
は
「
社
会
教
育
関
係
団
体
」

と
し
て
、
各
種
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
認
定
団
体
は
６
月
末

に
認
定
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

引
き
続
き
認
定
を
希
望
す
る
団

体
は
、
更
新
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
団
体
に
は
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
総
会

資
料
な
ど
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
認
定
は
３
年
間（
令

和
５
年
６
月
末
日
ま
で
）
有
効

で
す
。

　

新
た
に
組
織
し
た
社
会
教
育

関
係
団
体
が
あ
れ
ば
、
随
時
、

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
認
定
の
要
件
／

　

次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

・�

社
会
教
育
に
関
す
る
事
業
を

主
な
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

・�

団
体
意
志
を
決
定
・
執
行
・

代
表
す
る
機
構
な
ど
が
確
立

さ
れ
、
規
約
な
ど
が
あ
る
こ

と
・�
自
ら
経
理
・
監
査
す
る
な
ど
、

会
計
機
能
を
備
え
て
い
る
こ

と
・�

団
体
活
動
の
本
拠
と
し
て
の

事
務
所
が
あ
る
こ
と

・�

原
則
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
あ
る
こ
と
（
５
人

に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
主

と
し
て
社
会
教
育
に
関
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

■
認
定
団
体
へ
の
優
遇
措
置
／

・�

車
両
借
り
上
げ
料
な
ど
の
補

助
（
大
会
・
研
修
会
な
ど
に

参
加
す
る
場
合
）

・�

有
料
体
育
施
設
の
専
用
使
用

料
50
％
減
額

・�

開
発
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
減

免
（
入
場
料
を
徴
収
す
る
場

合
を
除
く
）

・
公
民
館
使
用
料
の
免
除

・�

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

う
ぃ
ず
使
用
料
の
免
除

■�

提
出
期
限
／
６
月
30
日
㈫（
更

新
の
団
体
の
み
）

※�

新
規
の
団
体
は
、
随
時
、
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

■�

提
出
先
／
各
公
民
館
、
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
（
活
動
時
に
利
用
し
て

い
る
施
設
）

■�

問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線

２
８
８
）

社
会
教
育
関
係
団
体
の

　
認
定
申
請
・

更
新
に
つ
い
て
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春の全道火災予防運動を実施します

■試験日／５月17日㈰
■種類／甲種、乙種全類、丙種
■場所／釧路市ほか道内７市
■受付期間／４月３日㈮～10日㈮
※受験願書・申込書は標茶消防署にあります。
※�インターネットからの申請もできます。詳しくは消
防試験研究センターのホームページ（http://www.
shoubo-shiken.or.jp/）をご覧ください。（インター
ネット申請の受付期間は４月７日㈫まで）

　春の全道火災予防運動を４
月20日㈪～30日㈭で実施しま
す。
　標茶消防署では、毎年この
時期に多発する林野火災を防
止するため、放送設備を使用
した火災予防広報などを行い
ます。
　過去に本町で発生した林野火災は、野焼き・ご
み焼き・簡易焼却炉の使用によるものが多くなっ
ています。いずれも法律で禁止されており、懲役・
罰金などの対象となります。火災の危険があるだ
けでなく、近隣に多大な迷惑となりますので、絶
対にやめましょう。
　たばこやたき火などの小さな火でも、枯れ草な
どに燃え移り、大きな火災につながる危険性があ
ります。山菜採りや魚釣りなどで入林する際は、
火気の取り扱いに十分注意しましょう。

標茶消防署☎485-2021

危険物取扱者試験のお知らせ

新生活シーズン・
調理器具からの火災に注意
　春から新生活を始める方が調理器具の使用方法を誤
り、火災になることがあります。特に原因として多い
のが電子レンジ、ＩＨクッキングヒーター、ガスこん
ろとなっています。使用の際は次のことに気を付けま
しょう。
・使用の前に使用方法を確認しましょう。
・�調理器具がリコールの対象になっていないか確認し
ましょう。
・�使用中はその場から離れな
いようにしましょう。
・�調理器具の付近には燃えや
すい物を置かず、整理整頓
を心掛けましょう。

消防だより
ホームページ
 http://www.town.shibecha. hokkaido.jp/~sfsma/

　町有バスの昼の便は、週１回、各路線を固定の曜日に運行しています。
運行日が祝日にあたる場合は、昼の便を代替運行しますので、ぜひ利用
してください。なお、年末年始は除きます。

町有バス

祝日の代替運行について

祝日（運休） 代替運行日
令和２年４月29日㈬

茶安別線 ５月１日㈮

５月４日㈪
阿歴内線・磯分内線 ５月８日㈮

５月５日㈫
沼幌線 ５月７日㈭

５月６日㈬
茶安別線 ５月８日㈮

７月23日㈭
オソベツ線 ７月21日㈫

７月24日㈮
虹別線 ７月22日㈬

８月10日㈪
阿歴内線・磯分内線 ８月11日㈫

祝日（運休） 代替運行日
９月21日㈪

阿歴内線・磯分内線 ９月23日㈬

９月22日㈫
沼幌線 ９月24日㈭

11月３日㈫
沼幌線 11月５日㈭

11月23日㈪
阿歴内線・磯分内線 11月24日㈫

令和３年１月11日㈪
阿歴内線・磯分内線 １月13日㈬

２月11日㈭
オソベツ線 ２月９日㈫

２月23日㈫
沼幌線 ２月25日㈭

■問い合わせ／役場管理課車両管理係（１階⑧番窓口☎内線146）


